



















－REBORN: Expressing the Heart and Weaving the Future－
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部門 売上高 材料費 純利益
クッキー 1８,300 11,2５4 7,04６
Gカフェ 222,1５0 1６9,199 ５2,9５1
合　計 240,4５0 1８0,4５3 ５9,997
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との大切さを学ぶことができた。
　これからも常に感謝の気持ちを忘れず，思いやりの気持ちをもって行動していきたい。後輩
たちも伝統を引き継ぎ，全員で協力して2020年度の活動に向けて頑張ってほしいと願う。（小
田原杏実）
Ⅴ．Gプロジェクトアンケート調査について
　発表部門では観客が発表内容をどのように評価しているかを知るためにアンケート調査を実
施した。Gプロジェクトを後輩たちに繋げるためにアンケート調査は必要である。調査概要は
現代ビジネスコース1年生を対象とし，アンケート方法は学生支援サイト（Web）を用い，回
答率は100％であった。回答期間は2019年12月20日（金）から2020年1月7日（火）に実施した。
アンケート内容と結果は下記の通りである。
　【質問1.学芸プロデュースの「動く絵本」のストーリーは良かったですか】について，大変
良い34％，良い49％と回答しているが，17％の人についてはストーリーの内容について伝わり
きれていない部分もあることがわかる。【質問2.イラストの統一感はありましたか】について，
大変良い47％，良い41％と回答していることからイラストの統一感は伝わっていたようだ。し
かし，12％の人は統一感が足りなかったと感じていたことがわかった。【質問3.人物の声はイ
ラストに合っていましたか】については，大変合っていた30％，合っていた49％回答，21％の
人は人物の声とイラストのイメージが伝わらなかった。
　次に【質問4.情報プロデュースの映像作品の中で写真や動画の切り替わるテンポは適切で
したか】について，大変良い５9％，良い41％という結果となった。【質問５.映像作品を通して
Gプロジェクトに取り組んでいる様子は伝わりましたか】については，大変伝わった８2％，伝
わった14％と回答し，取り組みの様子が作品から伝わったことがわかる。
　【質問６.モードプロデュースの演出で音響の繋ぎが不自然だと感じる部分はありましたか】
について，自然だったという回答が８7％であった。90％以上を目指していたことから曲の繋ぎ
方をもっと工夫するべきであったと考える。【質問7.モードプロデュースの演出で照明が不自
然だと感じる部分はありましたか】について，自然だったに８６％が回答している。【質問８.魅
力学で学んだ姿勢，立ち居振る舞いを意識しているように感じられましたか】について，感じ
られたと93％が回答しており「魅力学」の講義を受けている1年生から見て学んだことを活か
せていることが分かる。
　活動していく中で，指導者や先輩方からもらった意見をメンバーにフィードバックする機会
が足りなかったことに気がつき，予定していた計画よりも多くの方に舞台練習を見ていただく
機会を増やすよう改善した。その結果，フィードバックされる機会も増え学生が目に見えて成
長し，改めてPDCAサイクルを繰り返すことが必要であると実感した。
　また，自分たちが設定していた完成度と指導者や先輩方から求められている完成度との間に
大きな差があった。今後の改善案として，本番までにできるだけ多くの方に練習を観ていただ
き，テーマと内容を一致させるために第三者のアドバイスは必要不可欠である。PDCAサイク
ルを意識しながらメンバー同士の連携を図る必要があると考える。
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　フードプロデュースは，アップルパイ，Gカフェ，クッキーの3つの部門がある。
　アップルパイについては，一人ひとりが伝統のアップルパイの味や見た目のレベルに達して
いるか確認するために先生方にアンケート調査を実施した。
　アップルパイのアンケート調査概要は教職員を対象とし，アンケート方法は記述式，回答率
は7５％（1８/24名），回答期間は2019年10月24日（木）から10月2５日（金）の2日間で実施した。
　今回のアンケート内容と結果は下記の通りである。
　【質問1.アップルパイの焼き色】について，ツヤがあるとの回答は５2％で，ツヤが足りない
といったマイナス回答が4８％となった。卵黄を塗る量や蜜の量によって焼き色が変わってくる
ため，少しでも焼き上がりの色にばらつきがでないように，焼き色を付けるための卵黄をムラ
なく塗り，ツヤを出すための蜜をたくさん塗ることが必要であると回答結果からわかった。
　【質問2.アップルパイの甘煮の食感】について，シャキシャキ感がある41％，シャキシャキ
感がないといったマイナス回答が５9％となった。甘煮は全員分を一つの鍋でつくることから，
均一した甘煮がアップルパイの全体の品質の向上につながることを後輩達に引き継ぎたい。
　次にクッキーのアンケート調査概要は現代ビジネスコース1年生を対象とし，アンケート方
法は学生支援サイト（Web）を用い，回答率は100％であった。回答期間は2019年12月20日（金）
から2020年1月7日（火）で実施した。アンケート内容と結果は下記の通りである。
　【質問1.パッケージからテーマが反映されていると感じましたか】について，感じられたと
回答したのが93％，すこし感じられたが7％であった。
　また，クッキーについては新しい試みとして家庭用オーブンで焼いたクッキーの食感につい
て，来年度の制作につなげるため，1年生が夏休み期間中に制作したクッキーを用いて2年生に
アンケート調査を行った。アンケート内容と結果は下記の通りである。
　1年生が制作したクッキーを2年生が試食，回収率は97％（６9/71名）。2019年9月10日に製造
した，その日に試食してもらい，後日，記述式でアンケート用紙に回答してもらった。（回答日，
2019年9月19日）
　【質問2.クッキーの焼き具合】について，丁度良い79％，生焼きとの回答が21％あったこと
から，焼きの足りないクッキーがあったことが分かった。【質問3.クッキーの色合い】につい
て，きれいとの回答が99％であった。
　次にGカフェのアンケートについても現代ビジネスコース1年生を対象とし，アンケート方
法は学生支援サイト（Web）を用い，回答率は100％であった。回答期間は2019年12月20日（金）
から2020年1月7日（火）で実施した。アンケート内容と結果は下記の通りである。
　【質問1.ラベルにテーマが反映されていると感じましたか】について，感じられた５3％，少
し感じられた37％，どちらとも言えない10％，と回答。テーマをデザインに反映させることの
難しさを痛感した。【質問2.販売提供時間はどうでしたか】については大変良い５3％，良い
37％，どちらとも言えない10％，と回答。
　【質問3.接客態度についてはどうでしたか】について，大変良い79％，良い20％，どちらと
も言えない1％の回答であった。
　以上の結果からコースのテーマに沿ってラベルやパッケージを制作したが，すべての方に
テーマを理解していただくためにはさらに工夫する必要がある。
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　今回，現代ビジネスコースの1年生を対象にアンケート調査を実施したが，アンケートを作
成し，実施するまでに時間がかかったことから，大学祭までにはアンケート内容を作り終えて，
大学祭終了後1週間以内に実施するべきであったと考える。
　私たちは，今回の活動を実施するうえで，PDCAサイクルを意識しながら各自の役割分担を
決め，今後の計画を立て，その計画を踏まえて，大学祭まで活動を行った。大学祭終了後にア
ンケート調査を実施，その結果から来年度に向けての改善策についてまとめた。
　今後は大学祭が開催される前にアンケートを作成し，終了後1週間以内に調査，集計を実施
すること。質問の目的を明確に分かりやすく簡潔な内容にする必要がある。大学祭が終わって
からアンケート作成に取り組み，調査までに期間が空いてしまったことから，アンケート調査
を実施する目的をはっきりさせ，説明できるよう準備しておくことも必要であることを学んだ。
アンケート調査の項目や内容について回答者が回答しやすいように質問の仕方を工夫すること
が，いかに重要であるかを実感している。（大濵紫乃/小田原杏実）
　Gプロジェクト開始から11年目，昨年度から活動の取り組みの理解度を測る目的で学生達は
アンケート調査を計画した。昨年同様にアンケート調査を実施することは容易ではなかったが，
2019年度も現代ビジネスコース1年生を対象とし，学生支援サイト（Web）での実施を試みた。
回答期間は2019年12月20日（金）から2020年1月7日（火）に実施した結果，回答率は100％となった。
　アンケートの結果は大濵紫乃と小田原杏実の報告に記載されている。アンケート調査を実施
するために役割を分担し，アンケートの項目についても課題実践研究Ⅱの授業の中で，質問の
項目や内容を検討していたが，回答者に質問内容が明確に伝わっていない項目もあったことが
わかる。アンケート調査を実施し，自分たちの活動を振り返ることで大学祭後もPDCAサイク
ルを意識することに繋がり，ディプロマポリシーの「問題発見とその解決のために，これまで
学んできたことを総合して自律的に行動できる」ようになったのではないかと考える。Gプロ
ジェクトの活動において，教育の効果を高めるために「課題実践研究Ⅱ」を開講した。その授
業評価からは「a.新しい知識や技術を得る機会となった」が32.9％，「b.知識や理解を深
める，または技術を高める機会となった」が５2.9％，「c.新しい視点や考え方に触れ，視野
を広げる機会となった」が６５.7％，「d.これまでの自分の考え方や行動を見直す機会となった」
が7５.7％の回答となった。複数選択可であるが，この結果からもディプロマポリシーの「問題
発見とその解決のために，これまで学んできたことを総合して自律的に行動できる」ように学
生たちが成長したことが伺える。なお，自由記述欄においては，「これまでの自分の考え方や
行動を見直すきっかけとなり，今後改善すべき点やもっと伸ばすべき点等考えるようになりま
した」，「もっと自分をより責任のある，成長出来る女性となれるよう，これから自分を振り返
る時間を作り，考えていきたいと感じました」，「この授業で学んだことを社会人になってから
も活かしていきたい」と記述している。
　現代ビジネスコースにおいては，現代社会における様々な課題と自律的なキャリア形成に必
要な知識・技術・技能を研究対象としているが，Gプロジェクトの活動をとおして学生達は社
会人になる前に視野を広げ，自分の考え方や行動を見直すことのできる人材に成長しているこ
とが検証できるのではないかと考える。（中村民恵）
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Ⅵ．地域貢献プロデュース
　7年目の地域貢献プロデュースの選択者は1５名であった。水田プロジェクトなど錦江町での
活動については，ポスターを作成・掲示し，学内で広く参加を呼びかけている。しかし，天気
の関係で実施の決定が直前になることもあり，現代ビジネスコース以外の学生は参加するのが
難しい状況にある。2019年度は紅茶に興味を持つ学生の発案からお茶の収穫体験の企画が持ち
上がったが，スケジュールが合わず実施には至らなかった。
　2年次の1月には地域貢献プロデュースの活動報告会を実施し，錦江町の特産品や参加したイ
ベントなどについて調べた内容を各メンバーが発表して1年間を振り返った。授業アンケート
における到達目標の到達度についての自己評価は，未到達の回答は3つの目標とも0.0％であっ
た。「他者との関わりの中で自己理解を深め，協働する姿勢を習得する」という目標については，
71.4％の学生が十分到達できたと回答している。また，「日常生活では得られない貴重な経験
ができ，学びが深まった」，「多くの人と関わることができたので協働する力がより一層身につ
いた」，「自分の意見を表現できるように努力した」などの記述が見られ，地域貢献活動が学生
にとって成長を促す機会となっていることがわかる。なお，活動に関する詳細は，チーフであ
る黒岩美琴の報告を参照されたい。（森永初代）
　2019年度は，例年どおり，「半島隅くじら元気市」，「いきいき秋
祭り」で特産品販売の補助を，「水田プロジェクト」では錦江町の
純心水田で田植え，除草，稲刈りの作業を行った。また，そのお米
を使ったコラボスイーツの商品開発を行い，錦江町におけるコラボ
スイーツCM撮影にも参加した。おはら祭りでは，錦江町の躍り連
と一緒に踊った。
　「やまんなか音楽会」（図23）は，８月に行われる予定だったが，
悪天候のため9月に延期された。当初の夏休み中から後期開講後に
日程が変更されたことにより参加可能な学生は６名となり，イベントの展示の準備や作成・手
伝いを十分に行うことができるか心配だったが，その分チームワークを高め，錦江町の方々と
一緒に素晴らしいイベントにすることができた。しかし，例年に比べて町外から訪れた人が少
なく，地元の人が多かったようである。今回，私たち自身も初めての参加だったが，より多く
の人々に見ていただきたいと強く思った。そのため，たくさんの方に来ていただけるような宣
伝の仕方やイベントの魅力を伝えるためにできることはないか，検
討したいと思った。
　201８年度から，コラボスイーツのCM撮影を錦江町で行ってお
り，2019年度は錦江町のいちごハウス，神川大滝（図24）で行った。
CMを見てくださる方に，錦江町の自然や暮らしの豊さと錦江町と
純心短大の連帯感を伝えたかった。撮影が行われた2月4日は，気温
は低かったが，穏やかな天候に恵まれた。いちごハウスでは，赤く
美しいいちごの甘い香りが漂う中，学生10名が笑顔で撮影を行った。
図2３　やまんなか音楽会
図2４　神川大滝での撮影
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神川大滝では，恒例の「はさんじゃうぞ！」ポーズを決めた。今回撮影したCMは，2月24日
からKTS鹿児島テレビで放送された。自分たちが開発した商品の美味しさを，CMを通して十
分に伝えることができたと思う。また，錦江町の魅力を改めて感じる機会にもなった。
　地域貢献活動に参加し，普段の学生生活では味わえない貴重な経験をすることができた。4
月に行った純心水田プロジェクトから初めてのことばかりだったが，幅広い年代の地域の方々
と協力して様々な行事を進める中で，積極的に行動することの大切さを実感することができた。
地域の方々が私たちを温かく迎えてくださったおかげで，錦江町の良さを多く知ることができ
た。どのような活動が地域の活性化につながるのかを常に考える錦江町の方々の姿を見て，私
たちも身近な場所や周りで支えてくれる人々のために，何か貢献できることはないかと考える
ようになった。卒業後も，自らの置かれた環境で自分らしく，地域の発展に貢献していきたい。
（黒岩美琴）
結　び
　もともと，Gプロジェクトは，「トリプルパワー・リフレッシュ教育戦略―コミュニケーショ
ン力・プロデュース力・グループ力の育成―」という課題名で，200８年度から3年間，文部科
学省の「私立大学等経常費補助金特別補助＜教育・学習方法等改善支援＞」における「学生の
実体験を重視した教育研究」の一つとして採択及び交付を受けて，進められた。
　2019年度のGプロジェクトのテーマは，大学祭全体のテーマである「Go－輝き続ける純短　
colors－」をもとに学生が考え，「REBORN ～想いを綴り，紡ぐ未来～」とした。「REBORN」
に再生とリボンの意味を掛け合わせ，個々の学生がグループでのコミュニケーションをつうじ
て，集団の中で自分たちを輝かせた。現代ビジネスコースでは，専門教育科目の５つのプロデュー
スにおいて学生の総合的な人間性を高めるという目的を掲げてから，12年も経過している。
　毎回，“Gプロジェクト”をつうじて，学生が試行錯誤しながらも，自分の能力を発揮し，
具体的な成果につなげる機会を得たことは，大きな収穫である。これから社会人として活躍す
る学生たちが，「社会に必要とされる人間」となることが，スタッフ全員の願いである。また，
学士課程教育における学士力を意識し問題解決能力の育成など教育の質的向上にむけて，我々
のプロジェクトはさらなる成果を目指してより発展していかなければならない。
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